
中学校における地域調査学習について(1)

ーー地理的分野「身近な地域」の構想^

1.はじめに

①地域調査学習の必要性

身近な地域の具体的な社会的事象を教材化し、それを直接観察し九り、調査したり、その結果
"

をまとめ九りする活動を取り人れた学習の愆軽は大きい。また、その必要性は、いろいろと指摘

されているが、次のようなものがあげ'られる。

①我力ゞ国の歴史の展開や国士のようすを、身近な地域の具体相の中にとらえることができる。

従って、生徒の体験や意識と結びついナこ身近で具体的なものから、一般的なものをより確実に

把握させることができる。(知識・理解)

②学習対象が地域事象であるから、五感を駆使した作業的・体験的な学習が行いやすく、ゑ動

的で主体的な学習活動力潮待できる。(観察・資料活用力)

③ 1つの社会的事象を地域の多様な条件と関連させて、多面的にとらえさせることができ、総

合的な思考力・判断力を培うことができる。(思考・判断力)

④自分とのかかわりから問題(課題)意識を生じゃすく、学習に対する興味・関心を高めると

ともに、学習を通して地域に対する愛着を深めることができる。(関心・態度)

本稿では、このような学習を、単に地域教材を扱った学習(地域学習)と区分1」するために「地域

調査学習」と呼ぶことにする。従って、身近な賀城の範囲は、社会科学習としての直接観察や調査

が可能な範囲である。また、地域調査学習における調査活動乙)種類は次の3つである。

n観察^現地に出かけ、具体物をみる。スケッチや写真撮影を行ったり、歩測や数量的把握な

どの調査的活動も行い、直接的に事象に関する資料を得る。

0聞き取り調査^役所、農家、工場、商店などを訪ね、関係者から話を聞いたり、資料をもら

つたりする。アンケート調査も含む。

つ文献調査^図書館や資料館などで、今までに調べられていることや統計資料.古文書を調べ

たり、複写し九りする。現地でしか得られない文献等の調査に限定して考える。

②本校社会科部の研究と課題
3)

本校社会ネ榔でも、昭和60年度より「自ら学ぶ力」を育てる学習1旨導のあり方について研究をす

すめ、調査活動をとり入れナCル麺(課圃解泱型の学習力清効であることを確認してきた。その

学習指導は、次のような点に特色がある。

①学習内容(教材)は、身近な地域にみられる社会問題であり、教材の選択基準として設定し

た誘意性、課題性、実証性、本質性、発展性の5つの基準に沿うものであること。そのル班は、

教師が与える場合と生徒に発見させる場合があり、さらに1つの共通ル語を追求する場合と選
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択した問題を追求する場合がある。

②学習過程は、「問題の発見」→「原因の追求」→「問題点の究明」→「問題解決のよりょい

方法の追求」を基本型とする。さらに、「原因の追求」の段階は、原因の予想→仮説の設定

→検証計画→仮説の検証→まとめと発表会→自己調西・相互書細とし、調査活動.表

現1舌動を取り入れる。

③調査活動・表現活動の際、学び方の習得や主体性の育成のために、自己学習を重視する。何

を、どのように調べ調査結果をどのようにまとめ、どんな形で発表するかについて、教師の

援助を受けながら、できるだ'け自力で計画し、実施させる。ま九、主体的で有意義な活動を促

すために、学習内容や方法についての自己詔西・相互評価を重視する。

そして、第2学年で「身近な地域」「負城調査報告書づくり」、第3学年で「M司社会と家

族」「地方自治と地域の課題」「公民レポートづくり」を重点単元としてカリキュラムに位置

づけ、実践研究を行ってきた。その結果、「自ら学ぶ力」の育成度合を測定する九めに設けた

評価項目のうち、いくつかのものにおいてプラスの徴候が見られる生徒が増加し九。部分的な

検証ではあったが、「自ら学ぶ力」の育成にとっては、このような学習が有効であること力灘

認できた。

しかし、地理的分野の指導を行ってみて、次のような問題点や疑問点も出てきた

①学習内容について。地理的分野においても、地域の社会問題をとりあげ、その原因を追求さ

せることでガ城の特色をとらえさせるように指導した。しかし、公民的分野の学習との重複が

あっ九り、社会問題と因果関係のある地域事象だけでは地域の特色をとらえるには不十分であ

つたりした。地域の特色をとらえさせるのに'、さわしい凱城事象が、他にあるのではない力、

②学習過程について。問題の原因追求を中心にし、問題解決法の提言にまで至る過程は、公民

的分野の負鰄調査学習に適していると思われる。しかし、地理的分野においては、原因を追求

し、解決の方法を明かにするよりも、問題となっている地域事象と他の諸事象との関連や、他

の渚事象間の関連を明かにすることが重要である。分野目標・内容に応じナこ学習過程が必要で

はないか。

③学習の個別化について。自力で調査Z十画を立案する段階でっまづく生徒が多い。検証に必要

な資料や、磁忍すべき事実を論理的に導き出せない九めである。学年段階に応じて、「自ら学

';カ」の各要素の到達レベルを設定したが(資翆11)、小学校及び高校における学習のレベル

と比較し、妥当なものかどう力凝問である。

以上のような地域調査学習の意義や諸問題を'、まえ、本研究では、おもにノ」学校・中学オ交・高^
4)

等学校の学習指導要領・1旨導書及び教科書の比較によって、中学校地理的分野における地域調査

学習の目標・内容・学習過程・学習形態と、小学校・高校のものとの異同を明かにする。そして、

それに基づいた「身近な地域」の単元展開を構想してみ九い。
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2.新学習指導要領(平成元年度版)に示された地域調査学習

①小・中・高における針城調査学習の系統
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小学校中学年の目標③に「針城における社会的事象を具体的に観察U と示めされてぃるほか、

小学校および中学校社会科、高校地理歴史科・公民科の内容の取り扱いにも、児童'・生徒が主体

的に学習をすすめていくために多様な学習活動を取り入れること、そのひとっとして観察.調査

を行うことが明かにされている。地域調査学習を、地理・歴史・公民の3つの領域にわけて、そ

の系統を尓し九ものが、次の表1である。

中学校における地域調査学習についてσ}

表1.小・中・高の地域調査学習の系統

段階

d、

★(2)人々の生活と自然環

境

★(3)地域の消費生活

★(4)地域の生産活動

地 理 的

学

現代社会(3)、ア

地域社会の変化と住民

の生活

偶め簡単な社会調査の方法

★(5)人々の生活の変化、

文化財や年中行事

歴

校
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(D我が国の食料生産

(2)我が国の工業生産

★(3)イ、我が国の情報通

信産業

史 的

★(4)地域の文化や開発に

尽した先人の働き

中

必、

★(D公共施設の働き、地

域の人々の協力

(3×4)負城の佳産・流通

消費

(2)ア、1イ)日本の人々

の生活

★(2)イ、身近な地域

'、

学

民

校

的

修

★(D人々の健康を守る活

動

★(2)人々の安全を守る活

動

★(1)ア、身近な地域の遺

跡や文化財

★(取)(1)、ウ、日本人の

生活や生活に根ざし

九文化

(6)イ、新しい学問・ 思

想と地方の生活文化

(フ)エ、近f睦業の発展

と社会や生活の変化

★分野間にわたる学習、自由研究的な学習、見学・調査、イ乍業的な学習なと

(内容は、地理的・歴史的・公民的分野の内容として示され九もの)

(1)~(3)経済活動と国民

生活の向上

★ナt鰹A (D、ウ

地域の変容と現代世界

★地理B (1)、オ

地域の調査と研究
校

★印は、 地域事象を「観察・見学・調査して」などの表現がある内容を尓したものである。そ

★(2)ア、地方公共団体や

国の政治

a)ア、個人と社会

(2)ア、生活と経済

ウ、経済生活と国際

協力

(3)イ、民主政治と政冶

参加

日本史A 3、(3)オ

地域社会の形成と発展

★日本史B (8)

負城社会の歴史と文化

高

選
択

3
年

4
年

5
年

6
年



の他は、そのような表現はないが、しばしば地域の具体的事例を取り上げて調査活動が行わ

れるものや、地域での調査活動力瞰り入れやすいものである。従って、地域教材は扱う力鴇査活

動は行わなかったり、イ惨也域の具体的事伊」を用いて指導しても支障のないものである。

負城調査学習を取り入れた単元の指導目標は、各学年、分野、科目で異なるし、目標に応じて

異なる内容や方法で指導されるであろう。しかし、地域に残る著名な文イ剛とか、農村地帯の生

産のようすなど、しは'しば同じ地域事象の霍藤・調査を繰り返すこともある。不要な重複を避け

たり、学年問の系統性や関連性を考え九指導を行うためには、指導者が、それぞれa漣いを明確

にとらえていなけれぱならない。従って、まず、学習指導要領・指導書によって、小・中・高の

地域調査学習の相違点や関連を、地理的内容の学習に焦点をあてて明かにしてみたい。

②卦城調査学習の「目標」の比較
5)

篠原昭雄は地域学習をそのねらいによって3つの類型に分けている。

①地域なり郷士なりの特色、あるいはそこに住む人々の生活それ自体を究明し理解させようと

する、いわゆる目的概念としての扱い方。

②その学習で得た見方や考え方、あるいは探究の仕方を他の学習に転化し活用する九めのいわ

ゆる方法概念としての扱い方。

③他の地域や事象あるいは一般的共通性をもつ地域の中の事伊」としての凱鰄や事象、または、

より広い地域をとらえるための事伊jとなる地域や事象を取り上げる場合などのように、言わは

理解させようとする学習内容の理解を、実感をもって具体的に深めるための扱い方。

この3つの類型によって、小中高の地域調査学習のねらいを分類すると表2のようになる。

表2.地域調査学習(地理的内容)のねらい
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ノ」、
3

中

5

社会生活についての理解を図り、我が国の国士

る理解と愛情を育てーーー。

地理的な見方や考え方の基礎を培い、広い視野,に立っ九我

が国の国士に対する認識を養う。

教科

世界の人々の生活・文化に関する地域的特色とその動向を

E晦させ、ー・・一地理的ナよ見方や考え方を培いー・ー。

分野

中学校「身近な地域」のねらいは、「地理的な見方や考え方の基礎を身につけさせるとともに、

生徒が生活している士地に文寸する理解と関心を深めさせる」(P36)ことの2つである。まナここの

学習で習得し九見乃"・考え方だけでなく、身近な地域についての理解そのものが、質捗也域をとら

えるために比較・関連される基礎的なものとして活用される(ねらい③)。

これに対し、小学校3年での学習のねらいは、自分を含め九地域の人々の生活を支えるもの、

影響を及ぼしているものを明かにさせ、社会生活について理解をはかることであると言える。す

なわち、中学校では、複雑に関連し合っナこいくつかの地理的事象全体の構造から、卦鰄の特色や

科目の目標

に対す

学習のねらい

主①

主③

主①

従②

従②

主②

② 従③

従③ ①

22

地
理

地
理
B

高



ωゞ学較)

'X

さかんな野菜の生産

・生産・販売の工夫や努力

中学校における地域調査学習について任)

他対城とのつながり

q肖費地・他の産地)

の働

(中学校)

図1.ノ」学校・中学校の学習の模式図

動向をとらさせる。それに対して、ノ」Y}掌校"では他事象との関連を明かにするにしても、それは中心とな

る事象(里棟の生産)そのものの特色や意味をとらえさせるためであり、その関連も単純なもの

である。模式図で比較すると、図1のような違いがある。

このことは、表3のネ上会的思考力・
'_"'表3.各学年の社会的思考力・判断力の目標

判断力の目標の差異にも示されている。

人口と

野菜の生産

野菜の生産と他事象との関連をとらえるー一→

他事象問の関連をとらえるーーー→

^が学習の視点(ねらいとする対象)

事象を比較して、相違点や特殊性に

気づいたり、事豺占の直結的な単純関

連をとらえ九りする段階から、より多

くの視点から、事象を成り立たせてい

る寛鰹的条件をとらえていく段階への

父通

他の庭

恒頑

発達が示してある。

小学校5年での学習のねらいは、③である。つまり、凱城事象は、我が国の産業の特色や国民

生活との関連を理解させるための具体的事伊」として扱わ才L 地域社会を理解させる九めの学習で

はない。それぞれの産業に従事する人々の一般的な工夫や努力に気づかせることがねらいであり、

具体的事伊ljを取り上げる際も、「(そのねらいのナこめに)必要な限りで取り上げるようにする必

要がある」(P55~56)と限定されている。

一方、高校地理A 「現代と負城」の目標は、「現代世界の特色の理解」と「世界や日本の諸地

域を把握する方法についての考察」である。国士認識と世界i蕊哉との違いはあるが、中学校とよ

く似ている。中学校の「地理的な見方・考え方の基礎を培い」の中には、地図・統計その他の資

料の活用の仕方とそれらの資料に基づいて適切な判断をする能力の基礎や、地域の特色と変化に

ついてまとめたり発表する能力を養うことが含まれるので、高校の「調査や研究の方法」とほほ

同じであろう。今回の改訂で、「凱城の変容に着目させて、国際化の進展の景三響が身近な地域に

も及んでいることを丑喫させる」(P40)とカセ坂矯周査^の要点力派されている点力ゞ、中学校と異なる。
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3 地域社会の社会的事象の特色を考える。

4 社会的事象の特色や相互の関連などにっいて考える。

5 社会的事象の意味について考える。

6

地

社会的事象の意味をより広い視野から考える。

地理的事象を多面的に考察し公正に判断する

他
地
域
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、
、
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③地域調査学習の「内容」の上嫩

小学校では表4のように、知識・理解についての目標と内容やその解説の中に、観察・調査の

対象と学習の要点が示されている。高校地理Bにおいても、国際化の進展によって負城が変化し

ていることをとらえさせるのに'、さわしい地あ戊事象をとり上げることになる。それに対し、中学

校では、 2つのねらいの達成を考慮しながら、「自然と人々」「産業と地域」「居住と生活」

「地域の結び付きと変化」の4つの項目に示され九いくつかの事象をとり上げ、指導者が内容を
フ)

構成することになっている。その際、留意すべきこととして、次の3点が述べられている。

①地理的諸鳥翻については、生徒の発達段階と学習のねらいに応じナ廸切なもの光けにとどめる。

②賀城の変化については、その様子・を取り上げることに重点をおき、その変化を起こしている

要因に着目させるネ呈度に扱う。

③州弛域との関連については、人口や物資の移動のように、比較的容易に観察し九り、凋査で

きるものを取り上げる。

従って、①からは、地理的問題(社会問題)が地域を特色づけるものであっても、その問題と

錦織 馨・岩田 靖

表4.1也域調査の対象と学習の要点

市の1也形・"也利用・集落・交

通のようす

3

観察・調査の対象

商店や商店街(物品購入、販売)

のようす

年 重要な生産活動のようす

農産物の生産のようすや従事し

ている人々

5

人々の生活が自然環境と深いかかわりがあること

人々の生活は場所によって違いがあること

水産業に従事している人々

地域調査学習の要点

目的にあわせて購入先を選択していること

販売の工夫、消費生活を通しての他地域とのつながり

近代工業の生産に従事している

人々

年

生産活動が自然環境を生かして営まれていること

原料の入手や生産品の販売で工夫していること

生産活動を通しての他針仙戊とのつながり

イ藷充工業の生産のようすや従事

している人々

放送局や新聞社などの情報産業

のようすや従事している人々

自然条件を生かし九生産向上の工夫、品種改良、技術改良

消費者の需要に応じた生産の工夫

自然資源、産業、人口、村落・

都市、文化やイ云紘物資や人口

の移動などにかかわる事象

漁場の保全について考え、漁業技術の改善などの工夫や努

カ、消費者の需要に応える九めの工夫

新しい技術の開発や資源の有効な利用及て膝保に努めてい

ること、品質の良い製品を作る九めの工夫や努力

負城の変容の様子と関係ある事象

技術の習得に努める人々の工夫や努力、原料の吟味や士地

の気候などとの調和といっ九工夫や努力

従事する人々が、情報の伝達にどのようにかかわっている

か、その工夫や努力

(世界や日本の諸貴城との比較・関連によって、地域の特

色と動向をつかむ)

個際化の進展とのかかわり)
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他事象を関連づけて原因を追求する学習は、高度な扱いになりがちであると考えられる。まナこ、

②からは、地或の変容にかかわる事象については、変化の原因・理由を追求するのではなく、伴

つて変化していることや景三響を及ぽしていることを追求する方が適切であるといえる。

④「内容の取扱い」の↓ヒ較

中学校では、歴史的分野との関連を図って扱うようにすること力塒色である。博枷E・郷士資

料館などの文化財の見学・調査を通じて行われる、身近な批城の歴史の学習と融合して単元を構

成し六り、卦城の文化や民俗などに関する事象も取り上げて、赴城の特色をとらえさせるような
8)

扱いが大切であると述べられている。

課題(ル樋)の発見の九めの事実認識の段階で、地理的事象に加え歴史的事象の観察・調査を

行うのは容易である。しかし、課題(問題)解決の段階で、両方の観察・調査活動が取り入れら

れるような課題(鳥賢)づくりは、きわめて困難であると考える。

観察・調査活動やその結果の表現活動は、次のように小・中・高とも共通して重視されている。

/1学校「身近な地域及び国土の遺跡や文化財などの観察や調査を行い、それに基づく表現活動

が行われるよう配慮する必要がある"(P別)

中学校・「資料を選択し活用する学習活動を重視するとともに作業的・体験的な学習を取り入れ

るよう配慮するものとする。そのナこめー・・一観察や調査等の結果を整理し報告書にまとめ

ることなどの活動を取り入れるようにする。」(P怖)

高校「情報を主体的に活用する学習活動を重視するとともに、イ乍業的・体験的な学習を取り

地歴科入れるよう配慮するものとする。そのナこめー・一観察、見学及び調査・研究しナこことを発

表し九り報告書にまとめたりすることなど様々な学習活動を取り入れる・・・ー・」(P43・ U)

報告書づくりの他に、表現活動や構成活動には次のようなものがあげられる。

中学校における地域調査学習について{1}

新聞づくり、案内文・パンフレットづくり

カルタ・すごろく・クロスワードパズルなどのゲームづくり

紙(TP)芝居、劇b'くり(台本づくり)、キ莫擬インタビュー

スライドづくり、ビデオづくりエ、

小学校でこのような多様な方法に触れながら、その経験が生かされていないの力覗状である。

表現活動を指導過程に位置づけ、課題(ル闇動に対応し九結果の整理と考察が行われるよう指導

すべきである。

各学年の取扱いの相違点として、学習過程の各段階で、どの程度生徒の自己学習にまかせるか

という点があるが、学習指導要領や指導書からは読みとることができない。ただし、中学校3年

の選択教科「社会」において、生徒の興味・関心に応じて自由研究的な学習も実施することにな

つている。この学習の過程のほとんどが自己学習であることから、それまでに自力で研究をすす

めていけるだけの自己学習の経験を積ませておく必要がある。
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,

3.教科書等に記述された地域調査学習

学習指導の方法にっいては、指導者の創意工夫にゆだねられているために、学習1旨導要領や指導

書には詳細は述べられていない。実際の指導力淳蠏書と同様な方法で行われているわけではないが、

そのi己述を分析することで、各学校段階の差異や共通点を明かにし九い。

①中学校「身近な地域」のヨ改6の"鮫

8社の貞舞的分野の教聿槽を使って、どのような学習過程を考えてヨ己述されているか分析して
、、^、^^

錦織

みた。(略称は9)を参照のこと。→は明かな前後関係、ー,は不明確な前後関係を示す)

K社針城の変化地域の特色地域の産業と生活についての調べ方、他地域との↓嫩の仕方に

ついて項目別に三己述され、学習過程は不明。

T社地域の特色と変化、令伽也域との結びつきについての調べ方力瑁己述さ松学習過程は不明。

S社(地域の特色をあらわしていることがらの選択)一→地形図・統計資料等の準備・→テー

マに従って観察場所・内容、道1順の決定、ルートマップ作成→野外観察・聞き取りの実施

→資料の活用一・,野外観察のまとめ

N社自分の生活体験の発表→地図・統計・資都卜を使っての調査一゛質問事項・確忍内容の決

定→観察・聞き取りの実施→整理・発表

この2社は、野外観察のまとめ・発表で学習を終了している。また、観察・調査の計画までの

段階が不明確で、どぅいう方法でテーマを決め九り、観察・調査内容をどういう基凖で決定する

のかがわからない。 N社は、文献調査と並亙Uしてヨ己述してあるため、前後関係は不明である。

0社地形図の読み取り一→観察・調査の場所・内容・方法の決定、ノレートマップイ衛戈→実施

→資料の活用(地域の特色と変化、地域の結びつき)→調査のまとめ

H社地形図の読み取り→読図後の疑問や生活の中で興味をもったことをもとにしナこテーマ餌

査問題)の決定→グループ分担、テーマに応じ九方法の決定→文献調査・野外観察・聞

き取り調査の実施→調査結果のまとめ(レポート)→調査結果をもとに、他地域との比

較・関連によって卦城の特色を調べる。

この2社は、まとめの表現活動の位置づけは異なるが、野外観察・調査結果をもとに賀城の特

色をとらえるための学習力翫愛に組み込まれている。 H社は、 S・ N ・ 0社が文献調査とは別に野

外観察や調査だけの過程を示しているのに対し、両者をともに追求方法として含んだ^中占

題解決)の過程を示している。

C社地形図の読み取り・→・野外観察の場所・内容の決定、ルートマップの作成→野外観察の

実施→(負城の特色を調べるナこめに)読図・観察による知識をもとに調査項目・内容の決

定→グループ分担、調査方法の決定→聞き取り・観察の実施、資料活用→整理・報告

文の作成(他地域との比較や身近な負甘域の役割も考える)

G社地図の読み取り、諸資料の収集と読み取り→読み取ったことから興味あることを選び観

察項目の決定→観察場所・内容の決定、ルートマップ作成→野外観察の実施→資料も

活用し、結果のまとめ→興味関L、をもっ九もの、地域の特色をあらわすものを選んでテー

馨・岩田 靖
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マを決定→調査→調査のまとめ(他地域との比較や身近な地域の役割も考える)

この2社は、 1回めの野外霍曝の後に、その結果をもとにもう一度観察・調査を行う2サイク

ルの過程を示している。 2回めの調査は、ともに地域の特色をとらえるための活動になっている。

各社の学習過程を、次のような記号を使って表すと、下の図2のようになる。

中学校における地域調査学習について任)

A:地形図や統計資料・文章資料などを使って学習する。

B:テーマを決定したり、調査の目的を明確にする。課題を設定する。

C :調査項目(内容)や方法を決め、雀藤・調査の計画をたてる。

D :野外観察・調査を実施する。

E :結果を整理し、まとめる。まとめたものを発表する。

S社

N社

0社

H社

C社

G社

E^C^D^E

A-・・・・,

B →、 C →、 D ・ A →・ E

A-ーー・ーー, C → D ^(E) A'^・E'

A → B → C → D ・ A → E^(B')^、A・・ー・XEう

図2.各社の学習過程

ところで、「身近な赴城」についてくわしく述べてある昭秘5年版指導書では、内容が「ア、

野外の観察と調査」「イ、地域の特色と変化」「ウ、他地域との関連」に分けてある。そして、

イとウの学習は、アで取り上げ九地理的事象を手がかりにして理解させることになってぃる。指

導書に示された事伊1の観察・調査事項は、地形や地層、土地利用の状況や変化、商店街の商店の

種類や位置、商店街の成立・発展過程などであり、それらを結びっけるような1つの課題が事前

にあっ九とは考えられない。各事項の内容からしても、それらは指導者から示されたものであろ

う。この過程を、前と同じょうに示すと次のようになる。

A ^,C →・D B'ー, C →・ D・ A →・ E,

A →、 B ^ C →・ D ・ A →・ E →・ B'^、 D. A→. E,

指導書

S.45

観察・調査活動の取り入れ方によって、学習過程は、次のような3つのパターンが考えられる。

1、 Aの段階で、指導者は身近な賀城についての多様な資料を与え、地域の概略をっかませる。

Bの段階で他事象との関連をとらえる窓口になるような事象を取り上げ、その成立条件を追求

するような課題を設定する。それに従って、言圃・実施し、まとめる。すなわち、調査活動を

地域の特色(事象間の関連のし力寸'こ)を追求し、確かめる段階に取り入れる場合である。

アの学習

C ^D^・E B^,A'^,、Eー^

A →、 B ^ C →・ D ・ A ^ E

イ ウの学習(B'~E力洞回力^される)

(アの学習とイ・ウの学習がヨ能)

27



あるいは、課題設定までの地域の概略をつかむ学習をくわしく表すと、次のようにもなる。

A→ g^ N→・E'→、B ^ C D ・ A ^ Eー^

Ⅱ、 Aの段階では、予備調査的な資料活用の学習を行い、 Bの段階で多様な地域事象についての

知識・理解力旨与られるような課題を設定する。計画・実施し、まとめる。 Eの段階までに、個々

の負鰄事象にっいての事実認識が得られ、それをもとに1のBのような新たな課題が作られる。

集めた資料を活用し九り、先の調査で得られた事実認識をもとに、事象問の関連を明かにして

いく。すなわち、調査活動を課題設定のための事実認識を得る九めに行う場合である。

錦織 馨・岩田

A ^ B →、 C ^ D ・ A -, E →、 g^ A'→・ E

皿、調査活動を課題設定のための事実認識を得る段階と、 1のBのような課題を追求し、確かめ

る段階に2度取り入れる場合である。

靖

なお、 1のBとⅡのB'とⅢのB'の課題は、why型で、 1のB'とⅡのBとⅢのBは、HOW型の

課題となる場合が多いだろう。

②小学校の地域調査学習の学習過程

中学校では、Ⅱの学習過程をとっているH社のノ」Y学校3年と高校地理の耕斗書を中与駮と比較

してみた。
川

ノ」学校3年「みかんづくり」(地域の生産活動の特色と工夫)では、問題解決(課題追求)型

の基本的な学習過程にそって、次のように記述されている。

(事実をつかむ)指導者が提示し九地図とグラフから、みかん畑の分布と地升三(高低)と

の関係や、市の農抱主産の中でみかん栽培が重要であることを読みとる。

(ル班をっかむ) Aの事実から、「なぜ低い士地や高いづ地は少ないか」「なぜみかんづ

くりがさかんになるのか」の問題をつくり、後者を追求していく。

(予想を九てる)①士地があってる。(以下は写真提示による)②よく世話をする。

③工夫している。④消費地に近くて交通力粳利なのでよく売れる。⑤協力して仕事をす

A -,B ^ C ^ D A ^ E →、 g→ C'→ D・ N^ E'

(アの後にイ・ウの学習を行う

すめている。

(計画をたてる) 0調査内容①みかん畑の土地のようす。②どんな世話や工夫をしている

か。③共同でどんなことをしているか。@涜るためにどんな工夫をしている力、

0調査方法、ア、みかん畑のようすの雀臻(内容①と②)、イ、みかん連合会の見学(内

容③と④)

0まとめ方絵や力ード

(アの後にイ

D (調べて確かめる)アは農家の聞き取り中心。自然環境との関係、仕事の内容や工夫。イも

連合会のしくみや仕事、販売の工夫、他町村とのつながり、農家の仕事の変化

ウとア)

聞き取り。

と要因。
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絵・カード、話し合い、感想E (まとめる)

前述の1のパターンである。why型のル慨で、みかん生産と他の事象との単純な関連を明かに

している。 Cの段階で、予想をナこてているが、調査の方向や結果のまとめ方を見通すナこめに重要

なことである。また、小学校3年の学年段階からすれば当然ではあるが、資糊是ボから課題設定、

を藤・調査、まとめの話し合いまで、 7斉.1旨導が行われる。これに対し、 H社の中学校教科書に

は、調査内容ごとにグループで分担し九り、夏休みを使っ九個人調査をすすめる'己辺ミもみられる。

小学校の場合、単元のねらいを達成するナこめには、 1つのル賢(課題)から導き出された調査内

容の全てを調査しなければならない。一方、中学校は、並列的に同等な価値をもついくつかの調

査問題を選択でき、それぞれの問題に応じ九調査を行えぱ、ねらいが達成できるという違いがあ

るからである。 H社は、八代市を例に次のような調査問題をあげている。

中学校における地域調査学習についてq)

D城下町の名残はどんな形で残っているか。

0球磨川の洪水をどう防いでいる力、水はどぅ利用されている力、

こどんな農業経営をしている力、

C干拓地はどうつくられたの力、

0八代市はどんな役割を果たしている力、

0工場は市にとってどんな利益をあたえているか。公害などのル顎はないか。

゛八代市の発展のために、市ではどんなことを考えているか。

③高校の地域調査学習一教科書からー

高校地理「凱セ域調査」は、わずか3ページのヨ己述であり詳細はつかみにくいが、野外調査につ
^ー、.、、・ニ、、.

いては次のようにヨ己述されている。

B-1調査の具体的な目標をつかむ。

12調査地域の選定
C-1調査項目の選定

1 2日程の作成
D一調査

E一結果のまとめ、報告書

H社のヨ己述だけで中・高を比較すると、次のような違いがみられる。

① Aが、テーマの選択のためだけでなく、予備調査として重視されている。現地で何をどのよ

うに調査しなければならないかをしほりこみ、短期間で効率よく調査する九めに重要である。

② Dの現地での予備調査は中学校にはない。 B-2とも関係があるが、高校の調査負城は生徒

が居住する身近な針城の調査だけではないためである。(今回の改訂で、内容が身近な地域の

変容になっているがρ

③ C-2で、調査計画の範囲が広く考えられている。中学校のねらいが、批鰹的な見方や考

え方の基礎を身につけさせることであるのに対し、高校は、それを含めた調査・研究の方法に

'

経費見積などの準備一一舞也の役場等への連絡

A、地図・資料を使っ九予備調査 D現1也での予備調査
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つぃて考察させることであるからであろう。指導者の引率がなくても、令地域において自力で

調査ができるような生徒を育てるには、指導しておくこと力塑ましい。

各社の高校教科書は、具体的事伊jをあげずに調査の方法・手順を中学校よりも詳しくヨ己述して
■^^ー゛、,...、':'■

いる。中学校と違うのは、次のような点である。

学習過程は、 H社と同じょうに基本的にはパターン1で、課題はHOW雪歩である。ま九、予備調

査についても、 H社と同様に重視し、関係文献や資料の」佼集・文献目録の作成、文献による予備

調査、統計資料の加工・分析などについて述べてある。収集する文献・資料としてあげられてい

るのは、市町村勢要覧・郷土史誌・地域研究の専門書、国勢調査・県市町村の農林漁業・工業

商業統計、地形図・国土基本図・土地利用図・空中写真などであり、負城を錘台にしナこ小説をあ

げているものもある。現地での予備調査をあげているのは、 H社だけである。

テーマや調査の目的については、「負鰄調査を行う場合、各自の興味や関心から出発するのは

当然であるが、それが、地域住民のもつ問題と、どのように僕縣するかを考えながら、研究テー

マをきめることが九いせつである」(K社)や「環境問題の解決のためには、自然的基盤、生活

と環境との関係、経済的・社会的・文化的にみ九地域の構造を調査研究する必要があり、地域調

査もそれにある「呈度寄与することができる」(T社)などの記述がある。地域の特性を明かにす

る調査においても、赴伽戊のル脹且点を邦月することにつながるようなテーマや、凋査目的力ゞ考えられている。

報告書を作成する前に、調査結果を報告し合い、それについて討議することを組み込んでいる。

(D社・ F社・ K社)「討、議では『どのようになっているか』を明かにするだけでなく『なぜそ

うであるのか』について意見を述べ合うようにすることがのぞましい。こうし九討議は、調査の
1ヨ.、、

まとめかたや方向づけに重要な意味をもつものである。」調査結果の共有化ばかりでなく、調査

結果をもとに諸事象間の関連を明かにしていく学習であり、これを重視す松ま、学習過程のパタ

ーン豆に変化することになる。

④高校の此戦調査学習一実践事例からー

大,反府込泉陽高等学校の実践事例をもとに、指導方法について述べてみたい。
..^^^.、、ー

表5は、地域調査のテーマとしてあげられナこものの^である。

錦織 馨・岩田 靖

表5.地域調査のテーマ

C環濠「土居川」と阪神高速道路

C阪堺線利用者の実態と存続問題

C巨大スーパーの進出と駅肩塘店街

0和泉市横山地区の買物調査

C泉jヒニュータウンの医療体制とその問題点

0熟ヒニュータウンが周辺地域に与え九諸景3響

先に示したH社の八代市を伊」にした調苛遍題と比べ、課題性の点で大きく違う。孝蟠斗書分析でも明か

になったように、高校では、凱鰹a吐也^習の戸熔として、台城の社会デ占題も扱うことができる。

しかし、事伊j「堺のミニ開発」の場合も、旧市街地の外縁の旧農村地帯における開発の実態を

D保存すべき歴史的街並み

C堺市の都市農業

0堺市の都市酪農

0堺のミニ開発

0堺におけるマンモス中学校

0和泉中央丘陵整備計画に対する住民の意識
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明かにする九めの調査活動であり、ミニ開発がこの地域でさかんに行われる原因や理由を直接追

求するものではない。調査内容・方法はかなり高度ではあるが、学習過程は「堺市近交βではどの

ように住宅建設力ゞすすんでいる力、そこに住む人々はどんな人九ち力、」という平易なHOW型の

^で、 A^Eを九どる学習と基本的には同じものである。

また、気"域調査の前に、教師からの設問や説明による1時間巡検を3回行っている。ねらいは、

地域をとらえるために必優な基礎的知識の習得、問題点を見抜く力の基礎を養うこと、地域調査

の意欲を高めることと述べている。文献等による予備調査でかなりの部分を補えるかもしれない

が、調査対象の事象を、負城の風土や歴史の中でとらえていく九めに有意義である。いきなりテ

ーマ決定を迫るより、意欲的な取り組みも期待できるであろう。

テーマ決定にあたっては、表5のようなテーマを教師力貌示し、生徒が選択する「テーマ指定

方式」がとられている。理由は、発達段階に応じ九オリジナルな調査をさせるため、継続研究に

より資料的価値を高め負城に成果を還元するため、事前指導を深め、教師側のチ旨導体制を組織的

にする九め、とされている。生徒の興味・関C、から設定しナこテーマが、追求できないものであっ

たり、追求する意義のないものだっナこりすることから、このような方法をとることが多い。教師

が提示したテーマの中に、生徒が興味・関Dをもって追求したくなるものや、初めはつまらない

が、調査を進める中で興味・関Dがわいてくるものが含まれていれば、学習意欲の点で問題はな

いと思う。テーマや課題を設定する力は、自分で設定して追求した結果、そのテーマの設定のし

かたがどぅであったか吟味することによっても育てられる。また、自分の実態や学習のねらい

に応じ九、適切なテーマや課題を経験することによっても育てられると考える。

テーマ設定だけでなく、調査方法や内容力塙度であるため、事前1旨導・事後;旨導とも教師が積

極的にかかわっている。テーマどとに主担教師をおいて、チームティーチングで行っている。こ

のことから、自己学習場面の設定(学習の個別化)は、学手・学校1ぢ鵬よりで入むしろ調査内容・

方法やそれらを決定するテーマや課題のレベルによって泱められるべきだ'と言える。「自ら学ぶ

カ」を育成するナこめに自己学習場面を多くしていくためには、それが可能なテーマや課題を提示

したり、設定させねばならない。

中学校における地域調査学習について{1}

4.「自ら学ぶ力」の育成と地域調査学習

①自己学習場面の影淀

1章で述べナこように、本校では「自ら学'仂」を「社会的事象の中から問題や課題を発見し、

よりょい解決方法を求めて、弔畔的方法によって主体的に追求できる学習技能と社会的事象にね

は'り強く立ち向かっていく意飲や意志」ととらえ、学習の方法の基本を習得させ、それを応用し

て自力でル^決にあナこらせることによって育成しょうとしてきナ商学習過程のどの段階で生徒

自身の力にまかせ、 7斉.1旨導から個牙吋旨導(自己学習)に切り換えるかによって、多様なチ旨導方

法が考えられる。

A Aから個別^自分の既有a加識や興味・関心に応じて、問題を発見したり、課題を設定し

たりする自由研究的な学習。本校の「地域調査報告書づくり」がこれにあナこる。
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B Bから個別^一斉1旨導で共通の事実認識を得た後、R掘や課題を出し合ったり、教師が提

示したものから、自分が追求し九いものを選択する課題選択的な学習。本絞の「公民レポート

づくり」がこれにあたる。

C Cから仙別^共通のル慨や課題から導き出された予想や、それに基づい九調査項目の中か

ら自分が追求するものを選択する。役害11分担的な学習であり、まとめの段階で共有化の九めの

7斉指導が必要。本校の「身近な地域^交通渋滞を中心にして^」や、「地方自治と地域

の課題^中海・宍道湖淡水化問題^」などの学習がこれにあたる。

D Dから個別^調査の目的や内容・方法も同じであるが、教師が引率して7斉に調査活動を

行うのではなく、項目によって、個人やグループが自由な111貯・進度で行うような学習。

E Eから個別^Eの後半の発表会とか評価会は7斉指導で行うべきだが、前半のまとめは作

業的な活動を行い、一斉調査の結果をもとに個人やグループで多様な表現方怯をとらせるよう

な学習。

本校の「身近な地域」は、学習過程のハ゜ターンが1で、個別化の段階がCである。一方H社の
、、 0、゛

場合は学習過程Ⅱ、個別化Bである。その違いの根本的な理由は、前者の課題力剛hy型、後者が

HOW型だからである。

②賀城調査学習の学習課題

Why型の課題は、「なぜ」「どうして」と問い、原因・理由・条件を追求する。H御型の課題

は「どのように~」「どんな~」と問い、状況・様態・件質を追求する。松江の交通渋滞の

学習で言えば、why型の場合、「なぜ起きるのか」と問い、理由を追求させ九結果、松江の

地形の特色、近郊の都市イヒ現象、城下町として発達してきた歴史的背景を、渋滞と関連づけてと

らえさせる。一方、 HOW型の場合、交通'地升三・人口と居住・歴史のようすを、それぞれ別の課

題で追求させてから、「なぜ」と問い、それらの関連をとらえさせることになる。

錦織 馨・岩田 靖

rA (a゛が起き九のは、 BならはAだ'から、 bl b2 の

ナこめだろう。 DならばAだから、 dl d2 の九めでもあろ

う。さらに、 B (b,)が起きたのは、 CならはB光'から、

CI C2 のナこめだろう。 b,. b2 ' d l' d2 ' C I' C 2 "'カゞ実

際に起きているか(あるか)確かめてみよう。調査の結果

bl・b2・CI・d2 が起きていナこ。だからこれらがAの原因

である"というのが、 why型の課題による原因・理由の追

求である。(→印)

この課題での調査は、 bl・b2 ・ーという事実があるかど

うかを晦忍することだけが重要であり、調査活動の見通し

やゴールをはっきりさせることガゞできる。しかし、論理的

に、予想を九てて、それを確かめるためにはどのような事

実を確認すれはよいか、どんな事実を示す資料を見つけれ

ばいいのか力導き出せない生徒も多い。 BならはAだとい図3. why型・ HOW型の追求
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う一般的知識がなければ、 b,力迦き九ナこめだろうという予想はたてられない九め、重要な事象問

の関連が、予想上斐階でもれてしまうこともある。

ま九、 BならばAだという判断を十分吟味しなけれぱ、いくらb,という事実を確認してもb.が

原因とは言えない。従って、予想をたてる段階までは7斉;旨導を行うべきであろう。特に社会科

学習では、 b.・b2・ーのような事実について知っていて、 rBならばAは正しいと言えそうだか

らb.・ b2 ・・・が原因だ。 CならばAはおかしいから、 C,・C2 -・は原因とは考えられない」(・一→

印)という判断によって原因・理由の追求を行うことが多い九め、 b.を確認することよりも、

BならはAの判断の真偽の確認が重要な場合が多いためである。

HOW型の課題の場合、 why型ほど厳密で論理的な予想は要求されない。というより、厳密で

あるかないかが、調査の結果を大きく左右することはない。 HOW型は、調査をしながら、仮に

予想がまちがっていても、訂正したり、新たな事実をつけ加えたりすることができるからである。

例えは'「人口の増加によって住宅地はどのように拡大していっただろうか"という課題に対し、

Π日市街地に接している地域から1順に広がっていったのではない力制「宅地にしやすい水田や畑

が多かった卦城から住宅地力肱大したのではないか"「新しい住宅地は、松江市に転入してき九

人九ちによって作られただろう"「住宅地の拡大とともに、諸施設も充実されただろう。」などの

予想を立てたとする。これは調査の見通しを立て、その内容を決めるのに重要ではあるが、予想

が厳密でなくても、「予想に反し、旧市街地に接し九地域よりも、周辺の丘陵地から宅地イヒカゞす

すんだ」という調査*士課は得られるであろう。従ってHOW型a鴻合、個男ⅢヒB力河能になってくる。

しかし、 why型が調査内容をしぼっていけるのに対し、HOW型は個人差に応じた調査がしや

すいが、何がわかればいいのか、その広がり、深まりが多様であり、ゴーノレカゞ見えにくい。

例えば、「どのように拡大していったのか」は、単に新しい住宅地の分布を明力号こすれぱいいの

か、どんな土地が転用され九かを明かにする必要があるのか、人口の増加との関連で住民の性格

を明力斗こする必要があるのか、道路整備などの行政のは九らきを明力斗こする必要は・ー・・・と広がっ

ていく。その九めに、同じ課題であっても、調査内容・方法はWhy型の^よりも多様であり、

時間や場所の制限などに応じたヨ抽がナこてられているかを、教師が入念にチェックしなければな

らない。また、地域事象を鷲瓔霍的に追求しがちになる欠点もある。事釘占の関連を考える調査後の

Why型i果題に基づいて、負城事象を選び、その事象のどういう面を明かにする課題を設定するか

十分に検討する必要がある。

HOW型4)課題によって負城事象の意味を明力斗こしナこ後のWhy聾!課題の追求は、先の・・・・,印の方

向で、且鮫的容易であろう。また、歴史的分野との関連を考えて「身近な凱城」の内容を構成す

る時には、 HOW型の課題が適している。(→P25)

なお、 why型の課題とHOW雪!叔)誘題は、次のような関連があり、図4のように表わせる。

Why型の課題の予想を確かめる調査は、 HOW型の問いで行われる。「なぜ渋滞が起きるのか"

(予想J 「公共交通機関の利用者が減少し、自家用車での通勤が増加してきた九めではない・^

(調査)「公共交通機関の利用者数は、どのように変化してきているだろうか"だろうか。」 ・^

一方、 HOW型の課題の予想は、 why型の問いに支えられている。「住宅地はどのように拡大

中学校における地域調査学習についてq)
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していったのだろうか。」 (予想)「水田や細が多かった地域から拡大していっただろう。」←・^

(「なぜそのようなガ城から拡大したのですか。」「平担な士地は宅地にしやすいからです。」)ま

九、調査結果から、新たな肌y型の課題力注まれる。「水田や畑が宅地にしゃすいはずなのに、

なぜ丘陵地から宅地が拡大していったのだろうか。」

Why丈ミ§予葱
予想

錦織

一叉器翻1§籍{翻辻綴二器一予想(why)'、、調査(HOW)ーー→事実

、調査(HOW>ー・事実

馨・岩田

(why)^調査(HOWンー,事実^Why^

(why)^,調査(HOW)ーー"事実

(why)ーー→調査(HOW)^"事実

靖

③地域調査学習の表現活動

まとめの段階で、報告書づくりなどの表現活動を行うことが重視されていることは、先に述べ

ナこ。表現活動は「自ら学ぶ力」の育成にとっても大きな役割をはたす。つまり、調査結果が形と

して表現されるために、発表会等で他との比較が容易であり、「自ら学ぶ力」の具体的な能力で

ある「客観的な自己詔西・相互評価の技能」を高めることができる。また、最終的に形として表

現しなければならないため、ねぱり強く問題解決(課題追求)をしていく態度を養うこともでき

る。そして、表現活動を取り入れることによって、調査結果の羅ダ"的な報告でなく、結果に基づ

いて事実を再構成した報告にすることができる。結果をどのように考察し、織兪づけるかという

作業を通して、地理的な見方や考え方の基礎が培われてくると考える。

ノ」学校3年の教聿槽にも示されているように、調査計画の段階で表現活動の計画も立てて、観

察・調査の際に積極的に資料収集を行わねぱならない。表現方法も、画一的に「報告書づくり」

と限定せずに、「できるだけわかりやすく伝達する」ということ重視しながら、生徒の個性に応

じナこ工夫をさせることが大切である。また、わかりやすくイ云達するための基本的な技能を習得さ

せナこり、どのような表現方法が使えるかを1旨導することも大切である。

ところで②で述べナこ課題の違いによって、まとめの表現活動も異なってくる。why型の場合は、

予想をたてる段階まで一剤旨導するナこめに、調査の目的は共通であるし、発表内容も自分の調査

内容と関連があるので、結果の共有化力溶易である。しかし、そのまとめは、「こういう資料や

往藤によって、予想どおりこういう事実があった。従って、このル慨が起きた原因は、こういう

ことである。」という内容であり、工夫の余地は少ない。一方HOW型の場合は、次の課題を追求す

るための事実認識を得る段階でもあり、各々の課題の追求結果は、後の課題追求に必要な限り共

有化しなけれぱならない。しかし、どの課題を追求したかによって、かなりの認識の差が出るで

あろう。まとめ方は、 why型とは逆に、多様なものが考えやすい。

図4. why型とHOW型の課題の関係
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5.「身近な地域」の単元構想

U)単元「身近な卦城~変わりゅく松江のすが九~」にっいて

本校は、城下町の姿をとどめる旧市街地と、近年開発の著しい新市街地(川津地区)との接点

に位置している。本構想では、新市街地の都市化のようすに焦点をあてて単ケ講成を行ってみナこ。

松江市郊外の川津地区は、昭和3咋代までは水田風景の広がる純農村卦端であっ九が、40年代

に入り、島根大学周辺や現在の国道沿線に商店や工場ができ、国道の北側には住宅地が広がって

いった。旧市街地の人口が減夕噸向にあるのに対し、 S40年からS50年の10年間の増力口率は100

%を越えた。その多くは市外からの転入者であっナ局ま九近年は、低湿地のため宅地化が遅れて

いた水田地帯の土地区画整理事業も行われ九り、大型幹線道路も整備さ才L ますますその傾向が

著しい。松江市郊外の都市化は、松江力ゞ人口や資本の集積しゃすい県庁所在地であることや、既

成市街地の再編成がむずかしい観光地であること、東西方向への市往池の拡大力ゞ困難な地形であ

ること、さらには核家族化や車社会の進展、農業の衰退などを背景に、よりょい居住環境を求め

る住民と、住民の二ーズに対応して利益をあげようとする企業そしてそれらに応えて整備をす

すめる行政の活動が、複雑に関連し合って起きたと考えられる。

本単j張開三悃の基本的な考え方は次のとおりである。

0単元目標:対堤的見方考え方のうち、賀城の諸事象の関連・他負城とのB腿.地域の特色の変

化をとらえる力をおもに榔、ながら、松江市i駮β・川津凱回ヌa凌イゆようすをとらえさせる。

0学習内容:都市並郡の都市化現象(負城の産業、人口の動態、交通、開発都市の機能、生活

様式の変化などの都市化現象と関連の深いもの)

0学習過程:パターン亘、 H6W型課題による調査活動。

0学習形態:課題選択後^1喋団による調査活動を行う。個別化B型抑

0学習課題:ア、旧市街地はどのようにして形成され九か。そのなごりはどぅいうところに認め

られるだろう力、

イ、川津地区の住宅地には、いっ頃からどんな人たち力斗主み、旧市内の住宅地とど

んな違いがあるだろうか。

ウ、川津地区には、いっ頃からどんな商店や工場ができたか。旧市内の商店とどん

な違いがあるだろうか。

エ、川津地区の農家は、どんな農業経営をしているか。それは、どのように変化し

てきているだろうか。

オ、川津地区の士地区画整理事業や道路の整備は、いっごろからどのように行われ

ているだろう力、

カ、川津地区に古くからある集落では、どのような慣習やイ云統力濃されてぃるだろ

うか。近年どのように変化しているだろうか。

など、川津地区の都市化の諸側面を明かにするための課題を示し、選択させる。アは、

歴史的分野の学習との関連で、共通課題にしてもよい。

中学校における賀城調査学習にっいて(1)
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0表現活動:中学校最初の針城調査学習なので、報告書づくりの基本を指導し、それをもとに工

夫させる。

②単元目標分析表

能力

体験

①ナ縮尺の

地図で現

地の景観

を思、、描

錦織

事実認識

基

③松江の市

街地力ゞ郊

外に拡大

している

ことを指

摘でき

④川^

の変容を

指摘でき

る。

馨・岩田

礎

関係認識

.

靖

知

基

総合認識

②地域の人

々との'、

才1あいの

中で、自

分の体で

得ナこ経験

をもとに

考える。

本

技

@)縮尺・記号・

等局'線の意味

読を磁早し、

図・イ1図がで

きる。

能
学び方

よ

情

⑨効果的で,1睡

のない餐見察・

調査計画の立

案の九めに、

協力して話し

合いができ名わ

⑩目的に応じて

適切な観察、

聞きとり、文

献・統計資料

の調査ができ

る。

⑪調べ九こと、

考え九ことを

わかりやすく

まとめナこり、

ヲ議しナこりで

きる。

興味・関D

⑮様々な事

物、事象

を読みと

ろうとす

る。

意

社会的熊度

⑥者肺化の

諸但値を

地区内外

の事象と

針鮫、関

連させて

静月でき

る。

⑫予想、をもとに、

具体的な調査

内容・方法を

考えることが

できる。

⑯父母から

ようすを

聞こうと

し九り、

課外に観

察調査

に行こう

とする。

⑤都市化に

伴って生

じ九ル癒

点を1旨1商

できる。

、

⑦松杠の変

容を松江

の特色や

社会4勵

きを'、ま

えて説明

できる。

⑬調査方法、結

果を交換しあ

い、追求の仕

方を自己評伍

相互評価でき

る。

⑭変容の要因や

背景を多様な

視点力、ら論理

的1こ考えるこ

とができる。

⑱地域住民

のひとり

として、

自分の生

活とかか

わらせな

がら課題

を追求L

地域の変

容のあり

方に対し

自分の考

えを述べ

ようとす

る。

⑰他のグル

ープのす

ぐれ九点

をまねよ

うとする。
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③単元展開計画(全15時間)

時

1.松江について知っていることをもとに、

松江を紹介する文を書く。

学

中学校における地域調査学習にっいて(1)

5

習

2.松江の風士、歴史、産業などに関するV

TRを見る。

3.地升姻を使い、地図のきまりを調べ九り

読図や作図の作業をする。

4.新旧空中写真・地形図を比較して、その

変化を読みとる。

5.揚示され九課題から1ぐ枢択し、グルー

ープで負城調査をすることによって調べる。

①課題を選択し、グルーフ編成をする。

②予想をたて、調査内容を決める。

③ガ城調査の方法について説明を聞く。

④調査方法や111貯等を決めルートマップ

を作成する。まとめの計画をたてる。

⑤野外観察や調査を行う。

⑥資料を集め、活用する。

⑦調査結果について話し合い、まとめる。

6.まとめたものを使って発表会を行う。

・自己評価、相互評価を行う。

フ.新しい発見や疑問をもとに課題を設定し、

追求する。

①例「川津地区に大型パチンコ店が作られ

ナこのはなぜだろうか」(→資料4)

②「松江市の中心部で人口が減少し、郊

外で急、増しているのはなぜだろう力、ま

たそれに伴ってどんなル麺が起きている

だろうカヨ

8.松江の変化についてまとめ、それをもと

に将来の動向について自分の考えを書く。

活 動

0事前テストも兼ね、自然、歴史と文化、産

業と交通、人口と町のようす、他地域との

つながり、ル賢点の項目を示す。

OVTR 「松江の自然と文化」「松江の産業

と未来」を使い、概要をとらえさせる。

留

7

事

0読図・作図の評価をする。

項

0①であげた課題を提示する

0計画表を準備する。(→資料2)

0聞き取り調査については、打ち合せ、訪問

中や調査後のマナーもチ旨導する。

0^・繊十資料に頼りすぎないように多様

な方法を考えさせ、野外観察・調査は必ず

実施させる。

0計画・実施の相互評価をさせる。

3

0発表会シナリオ(→資料3)をもとに工夫

させる。評価力ードを準備し、他の発表の

すぐれている点に着目させる。

0都市化の諸側面を、地区内外の事象と比較、

関連させて総合的にとらえさせるための課

題を設定する。

0市全体に視野を広げるとともに、令り地域と

のつながりにも着目させる。

0ル輩点の調査については、「貞城調査報告

書づくり」で扱う。
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6.おわりに

追求する課題の型によって、予想を九てる段階から、調査のまとめや発表の段階まで大きな違い

があり、 why型かHOW型力斗こよって、学習過程や学習形態が決まってくる。また、 HOW型の課

題は、追求の後にどんなWhy型の課題を設定するかによって決まる。従って、多くの地域事象と

の関連がとらえやすく、しかも貞城を特色づけているような地域事象を取り上げて、「なぜその事

象があるのか」と問うことか、 1、身近な地域」の単允構成のポイントであると穹える。そのような

事象を発見することによって、関連ある事象が浮きあがり、単元の学習内容も泱定されるからである。

しかし、このことは、「なぜその事象があるのカヨというWhy型の課題によって、地域調査学習

を行う方がよいということではない。「何が、どこに、どのような状態であるの力りを明かにする

貞鯉的分野の特性からすると、むしろHOW型の方が望ましい。しかし、両方の型の課題とも長短が

あり、安易に結論を出すべきではない。本研究の要約にかえて前章で構想した計画を実践し、 wh)

型のものと上踵交研究することで明確にしていきたい。

最後に、解決すべき他の課題をいくつか述べて、今年次の研究の締めくくりにしナこい。

本論文では、小学校・高校との比較を通して中学校賀鰹的分野のガ城調査学習のあり方について

述べてきたが、中学校の他分野、特に公民的分野との関連や相違点を明かにする必要がある。また、

「自ら学ぶ力」の評価表(→資料D で各学年の到達レベルは設定したが、各学年の指導にはどの

ような差異があるのかが明確でない。

Why型とHOW型の課題を対比して述べてきたが、高校の地域調査にみられるように、調査の過

程で変換できるものかもしれない。従って、 3つに分類した学習過程のバターンも、1XJ刈しがナこい

ものかもしれない。もし、明確に分類できるものであれば、それぞれのバターンに'、さわしい内容

は、どんなものかを尓さねばならない。

凱旦域調査学習の過程全体について述べてきたが、効果的な表現活動の指導のあり方など、1つ1

つの倒砦においての指導法についても研究する必要がある。

錦織 馨・岩田 靖

<引用・参考文献>

D 和田淑彦「身近な地域の歴史の学習指導の基本ポイント」小関洋治編、身近な地域の歴史の学習~作

業的・体験的学習を生かして~、明治図書、 1990

2)大森照夫他編「社会科教育チ旨導用語辞典」 260~ 261、教育出版、 1986

3)山崎裕二他「調査活動を生かし九社会科学習」第32回島大附中研究発表会要項31~如、 1989

島根大学教育学部附属中学校「自ら学ぶ力を育てる学習指導」鈎~47、東洋館出版社、 1989

4)文部省「小学校指導書社会編」 1989、「中学校指導書社会編」 19的、高校については解富肋ゞ未刊の九

め「高等学校学習指導要領全文と改訂の要,点_1 明治図書、 1989、を使用。以下、引用の場合はぺー

ジ数のみを示す。

篠原昭雄「地理教育の本質と展開」 200~ 201、明治図書、 1984

文部省「中学校指導書社会編」卯、 1978

「^」41~42、 1978

山崎裕二「身近な地域の歴史の授業展開プラン」小関洋治編、前掲書。
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の K社奧田義雄他「改訂中学社会地理」教育出版、1989

T社能登志雄他「中学新地理二訂版」帝国書院、19的

S社市川正巳他「日本の国士と世界新訂版」清水書院、 1985

N社古川虎雄他「中学社会地理的分野」日本害籍、 1989

0社西尾睦男他「中学社会地理的分野」大阪書籍、 1989

H社川田侃他「新編新しい社会地理」東京書籍、 1989

C社町田貞他「中学生の社会科世界と日本の国土地理」中教出版、1989

G社石田寛他「中学校社会地理的分野」学校図書、1989

1の宇沢弘文他「新訂新しい社会 3上1磁~81、東京書籍、 1989

11)沢田清他「地理 156~ 158、東京害籍、 1984

12) S社市川正巳他「高等学校地理三言版」清水書院、 1989

F社山本正三他「基本新地理」二宮書店、 19釣

Y社前島郁雄他「詳説地理」山川出版社、 1989

K社石井素介他「新訂地理」教育出版、19闘

D社朝倉隆太良馳「高等学校改訂版地理」第一学習社、 1989

T社佐藤久他「高等地理最新版」帝国書院、 1984
13)朝倉隆太郎他前掲書、 193

14)大島明他「授業のなかの野外巡検^巨大開発と歴史の町「堺』での地域調査指導^」、地理46
~52、 V0127、 M8 古今書院、 1982

15)岩田靖「『学びとる力』を育てる中学校社会科の授業実践^地理的分野「身近な地域.松江』の
学習を通して^」島大附中研究紀要第鈴号、41~52、 1987

中学校における地域調査学習についてσ)

<その他の参考文献>

中野尊正「郷土の調査怯」古今書院、 1987

位野木寿一「指導の九めの野外観察」中教出版、 1972

菊地利夫他「高校地理教青"の原理と方法」古今書院、 1976

高山昌之編「最新中学校社会科指導法講座2 地理的分野の授業理論」明治図書、1984

39



資料1 「自ら学ぶ力」の評価表

社会科で育成する「自ら学ぶ力」

※具体的なシンプトンは単元内容等ともかかわるので、一般的な基準として抽象的な表現を

゛24

①社会的事象から問題をとらえ
る力(社会的事象にかかわる
態度)

、

錦織

0与えられた事実をもとに、 自
分(の生活や既有の知親 と

のかかわりから疑問がもてる。
・同情・憤りなどの情意的な
動きを示す言動

・既有の知識・理解で解決で
きない葛藤・矛盾などの認
知的な動きを示す言動

馨・岩田

年

社会的事象の中から問題や課題を発見し、よりょい解決方
主体的に追求できる学習技能と、社会的事象にねは'り強く

靖

@多角的・多面的な追求の能
カ・態度

0社会的事象に関する疑問の中
から追求するのに'、さわしい
より本質的なものを選択し、
ル麺(課題)を構成できる。

0知識や体験をもとに自分な
りの予想を複数九てようと
る。(教師の援助・示唆

によって)

0視点や立場を変えて考える
ことができる。

0進むべきコースを複数思い
つき、自分なりの理由づけ
で選択できる。

年

0時事問題などに関心をもち、
多様な方法で得た情報をもと
に、自分でより本質的な問い
かけができ、問題(を果題)

三

定ができる。
※社会科の授業に限らず、多様

な場面で表れる。

③科学的プロセスで追求でき
る力

0検証可能な予想、妥当性の
高い予想を選択したり、修
正し九りできる。

0他の社会的事象と関連づけ
九り、比較することにより
問題を追求しようとする。

0予想を確かめる資料の選択
ができる。

0予想を確かめるための資料
の活用(読みとり)ができ
る。

0資料から読みとれた事実や
それをもとに解決し九こと
に従って、予想が正しかっ
九かどうか判断できる。

年

D歴史的背景を'、まえて因果
関係的に、また現状をもと
に変化発展的に考え、判断
する。(総合的な立場)

0各方法の長所・短所を'、ま
えて、解決方法について自
分の意見が述べられる。
(better な解決方法)
・条件つきで述べる
・場合わけで述べる
・不禾リ益を受ける立場への
目くはりをしながら述べ
る

0揚示資料に文すする反応、(つぶ
やき・発言)

0感想文の分析
0設定した課題(ル慨)の分析
0スピーチ・日記等の分析
(P)時事ル麺の知識・理解を

問う。

資料を与えて問題設定さ
せて、理由を問う。

0追求の見通しがもて、断占・
場所・用具等の制限に応じ
九現実的で、論理的な学習
計画がたてられる。(自力
で追求の視点が焦点化でき
る)

0追求結果を資料などを工夫
して、わかりゃすく発表で
きる。

0自力で資料が収集できる。
・不足している資料・必要
な資料がわかる

・資料収集のために、多様
な機僕叙)利用ができる。

0追求結果をわかりゃすく、
独創的な方法でまとめたり
発表したりできる。

0他の人の追求の方法・内容
について優れた点・問題点
が指摘できる。

0授業中の反応、討議内容。
0模擬インタビュー・手紙な

どの分析
0/ート、作品の自由ヨ己述

(新聞の社説など)の内容
分析

0予想・仮説の内容の分析
(P)社会的態度・イ酬直観を

問う論文体テスト

0資料収集・活剛麺兄暁晦・
ワークシート・発言の内容

0学習ヨ十画書の分析
0作品・発表資料の分析
0発表会・検討会の発言
(P)新しい佑班場面での追

求方法・資茅肥、定を問
つ。

40

二

三

考
え
ら
れ
る
評
価
方
法



法を求めて、科学的方法によって

立ち向かっていく意欲や意志

使う。

中学校における地域調査学習について住)

④根気強く資料収集や表境舌
動をする態度

0他の生徒や教師に援助を求め
ながらでも、自分なりの結論
を導き出そうとする。

0指示され九形成、内容に従っ
て、自力で表現活動に取り組
み、完成させる。形をつくる。

⑤客観的な自己評
価・相互評価の
技能

0自分で九てナこ学習計画に従っ
て、計画どおりにやりとげよ
うとする。ま九計画を修正し
ながらでも、織命に九どりつ
こうとする。

0与えられた評価
の餐§点にもとづ
いて、自己目標
を九て、妥当な
自己評価ができ
る。

0社会的事象を、多角的・
多面的な視点から追求
する能力や態度を育て
る。

0人まねでなく、課題や適性に
応じた資料収集や表現活動の
工夫をしようとする。(積極
的に計画を修正・改善してい
く)

C学習の後も、関連する情報を
入手したりして、自分で得九
結論を確かなものにし九り、
修正したりしょうとする。

ね

年

0需西可能で、自
分のレベルに適
した自己目標を
九てることがで

きる。自己目標
の実現の度合い
を適切な観点を
設け、客観的に
評価できる。

い

0社会的事象を、科学的
なプロセスで主体的に
追求する能力や態度を
育てる。

0社会的事象に興
味や関心をもち、
ねはわ強く追求
する態度を育て
る。

通

0調査・活動状況の観察
コ感想文、自己評価(評定尺度
法)の変化

つ作品・発表資料の分析
(P)ゲス・フーテストによる
相互評価とその変化

0社会的事象の中から問
題や課題を発見し、
れを科学的プロセスに
よって自力で追求し、
総合的な立場からル掘
の解決方法を提言する
能力や態度を育てる。

C学習の内容や方
法を客観的に自
己評価や相互評
価し九りする能
力や態度を育て
る。

0自己目標の分析
・詔西可台助、
・能力・態度に
応じたものか

0相互評価の文章
・すぐれている
点・改善すべ
き点が指摘さ
れているか
(作品等)

口 は各学年の重点
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資料2.調査計画表

謁査討風を
ブJI,・アm迫求尋急

、1、、

火 マ J う

{舞●冒:,

一

寺容n正しでを亦写

資料3.発表会シナリオ

{そ罍'正L』1゛1:.ビ',,J;ι'、高盧^

錦織

彦',庚が.釣r兀1今ぷ)

A .只今が',0 チ1王血浦F表を行以いゑa .ネし(,L乞しτ. A」スタトは、ぞ糸ぞ"、の
もち 11'K .す 1ゴtく■,"し、禪1鰯モ行う.)

A .イ集!●あ功テーマ 12 Z^n疑問宅もち.韻森、畑賓宅行Z

V a { 1*.異.体的艦ば 乙Vう才法て'. Z.゛うこビを1風ぺ3し1ミ.
(丙夢)

(こ.n圃.都1査.自的゛才兇・内痔、ネ、北 TPを Bガ"赤す.叉陣.プリ"を託社ゼろ)

C.3 す1 0 o o rフ゛て糸卜玉しコす.(Aガ、/元"をψ,てτ,J、、)(大でU尹Z、)
.000 を見てく 1"づし'. X X を 1夫心て'くたぜし、.

(Bψ P 痛ず侍一<.7P やスウ4 F'をウフ a.)

.間ヨビリ調看n 常集(規捗.'彫集) ;Z 力"約,ソj3 し rミ.(ビ.1両査

n藷呆",',六皐爽弓充轟すら)

.こ'nこ,ビガら、,僕1、ち12.て'1'なゾかZ乃之aし1ミ.を

底υ'ユし1;.(X 章庚易る毛ι.先之大.Z 郷υ北ニビ毛発表すう.)

X C 1ゴ発五.曇点、大"け0 メモを見て、き舌しこ.Y1ゴて"廃去すゐ.丁Pぐ 7゜リ
ント r毛いマあゐ●ビ建廃:取nシナリ才毛祷ゞ托みし裂い.
(E しτ寸1ぎ"ψく女晴でク.)

E、本r ooo Kフいて^し巨弓.
(以下. C.発版Z 同υ、 A血"1人マ"発ゑすう所毛、内岩τ"区t刀う)

F、最後仏 00O Fつぃて糖版しaす.

克匡'慨1き嵐,」^,'ず.ゞ"奮t●」Jつ.

粍表"才j志

馨・岩田

巨右1角' '乞扉閑
τ、1τ

靖

●/こ゛1.才11、
て K,L 才、王f:昇、●"
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資料4.学習シート

令せ.

叱黒

2耳地裂
与智ンート

~亥1〔.昇.因々問題点を子想しよう~

1.ノやヲンコ0000 をめぐ'ゐ重専参光人ノ、ら

づK田を・,る。

4 ビアノ、゜ート(6

<フルーフ'.Jコ弗>

ヨ住

1.

(視'鴈jる)
(盛大K柏才左すゐ.)

(門功部毛聞きなガ今'丁Pイ・フ゜リ弓.モ
読影、.亦1査方j主や内喜↓.お'血'ι舮七

乙う1ユなψオ'υン,しえ之ゐ.)

( C の指示'、炎ゞ、す1ネやく亙応・弓'
ゐ。須料をり、ビ尭?めゐ)

(.ーなる 1ネ乙;'りヒう,iつ"<.物"、.才,

ガしいIJ.τ侶・,て. EP 噴問レ大く

りゐか、膚ダ?,'d火才乞そ,ビ討
ろし.かユX,すゐ.)

(夙5え寓乞ヨき Uガ"ー、石各1マレ己リ

仏ノートK〆毛をビる.)

,くメンバービ長窄W皿新勿)

1宛愚(

"な辻'川津ば変1ヒしてYゐ仍か.問題は起きマY毛1'Yか。'

X 亦田を亮,1て他0宏參ば不明

(捜査 1)店長が'川淳のあ功1易貢16店をj下ク六爾換を明ら0"气せ'.

(モ功デダ)」゛(て、加毛えぢし、.裡1三.
走 1 "めうウレ大、きナJヂ乞レてく夫'マ
V'J )

C (21才・室よ生)西川浮町00マンシ,ン
(赴佃市生ヨ寸へ)

西川津田T 寓見団地
(7耳M殿田1よ')^)

(33才・工反)^町
(古走及町00胤作所動務)

(2q才・店励)美保関町
(愚川津町00彦暗或わ子昌)

面"1二字町 00 フノ、゜ート

(11耳.所斐川町J・)^)
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